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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月24日(2016.10.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
不活性ガス重層を有する注射用の単回使用容器にパッケージされた、フェニレフリン、ケ
トロラク、緩衝系および水性キャリアを含む、注射用の液体薬学的投与形態であって、こ
こで、該投与形態は、保存剤非含有かつ抗酸化剤非含有であり、そして、５±３℃～２５
±２℃の温度で貯蔵した場合に、少なくとも２４ヵ月間安定である、液体薬学的投与形態
。
【請求項２】
前記緩衝系は、リン酸ナトリウム緩衝系およびクエン酸ナトリウム緩衝系から選択される
、請求項１に記載の薬学的投与形態。
【請求項３】
前記緩衝系は、約２０ｍＭ　クエン酸ナトリウム緩衝系を含む、請求項２に記載の薬学的
投与形態。
【請求項４】
前記薬学的製剤は、ｐＨ５．８～６．８を有する、請求項１に記載の薬学的投与形態。
【請求項５】
前記不活性ガスは、窒素である、請求項１に記載の薬学的投与形態。
【請求項６】
前記製剤は、４６～７６ｍＭ　フェニレフリンおよび８．５～１４ｍＭ　ケトロラクを含
む、請求項１に記載の薬学的投与形態。
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【請求項７】
前記製剤は、約６０．７５ｍＭ　フェニレフリンおよび約１１．２５ｍＭ　ケトロラクを
含む、請求項６に記載の薬学的投与形態。
【請求項８】
前記フェニレフリンおよびケトロラクは、モル比１：１～１３：１　フェニレフリン：ケ
トロラクで含まれる、請求項１に記載の薬学的投与形態。
【請求項９】
前記フェニレフリンおよびケトロラクは、モル比３：１～１０：１　フェニレフリン：ケ
トロラクで含まれる、請求項１に記載の薬学的投与形態。
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